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01　利用者インタビュー

技術に関する様々な課題に対応
～依頼試験・分析　簡易受託研究～

- 貴社の事業について教えてください。

当社は明治8年に鉄工所として創業し、機械加工や鋳物を扱っ

ていましたが、戦後に熱処理事業に転換し、自動車や建設機械

等の金属材料をはじめ、近年はより高度な品質が求められる航

空機事業にも参入しています。

- 産技研を活用したきっかけは。

金属の熱処理方法の 1つである浸炭処理を行った際の炭素量

や硬さ分布の分析を依頼したのが最初のきっかけです。その

後、グロー放電発光分光分析法による窒素分布分析や超合金

の組織観察法など、専門的でより踏み込んだ検査・分析や金

属に関する相談を気軽にできるので、定期的に利用していま

す。

- これまでに産技研を活用して解決できた課題は。

主に「トラブル対策」と「検査技術の相談」の2つの場面で産技研

を利用しています。熱処理工程でトラブルが発生した際、それ

が他社から供給された材料に起因するものであっても、自社に

試験設備がないため客観的な証明ができなかったことが課題で

したが、産技研に依頼した分析データを提示することで、お客

様に納得していただくことができました。また、航空機などで

用いられる耐熱合金の検査においては、評価用の試験片の作製

自体が非常に難しいことがありますが、産技研に試験片の作製

方法から相談したことにより、適切な検査や正確なデータ取得

が可能になりました。

-産技研に期待することは。

1つは、中小企業では導入することが困難な高度な分析計測機器

産技研では、製品に関するトラブル解決、新製品開発、品質改善、生産性向上、人材育成など地域企業の技術上の困りごとの解

決や新たな挑戦に向けて、研究員が持つ豊富な技術と知識、様々な機器の活用、簡易受託等による研究開発などでお応えしてい

ます。今回は、実際に産技研をご利用いただいた2社の方々に、相談のきっかけや具体的な活用事例についてお話を伺いました。

の整備です。ただ、それ以上に「人」の存在を重視しています。

機器を使いこなし、専門的な知見を用いて支援してくれる研究

員がいてこそだからです。今後も信頼して相談できる人材の育

成と継続的な技術支援を期待しています。

-貴社の今後の展開は。

当社の強みは、厳格な基準が求められる航空機部品製造で培っ

た「高度な検査体制」と「トレーサビリティ」です。検査設備へ

の投資も進めており、それらを活かして、自動車、航空機以外

の分野へ事業のポートフォリオを広げていきたいと考えてい

ます。

杉本 氏 坂本 氏

航空機部品製造で培った高い信頼性と検査技術の展開

インタビュー①　機器活用と技術相談で事業支援

株式会社KOYO熱錬
代表取締役　　　　杉本 卓也 氏
執行役員・工場長　坂本 敏彦 氏

株式会社 KOYO熱錬

〒601-8349
京都市南区吉祥院池田町38
 （久世橋通御前上ル）
TEL：075-671-7121（代表）

Web
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金子 氏 豊田 氏

産業を支える繊維製造プロセス技術の高度化

- 貴社の事業について教えてください。

当社は2002年に合繊機械メーカー3社（東レエンジニアリング、

村田機械、帝人製機（現ナブテスコ））の共同出資により誕生し

た、合繊機械のリーディングカンパニーです。本社は大阪、工場

は滋賀と愛媛、そして設計開発や技術面のアフターサービスを

担うテクニカルセンターが京都にあります。

- 産技研の簡易受託研究制度を利用したきっかけは。

お客様に納入した、タイヤ製造に必要なナイロンの糸を生産する

設備において、糸の品質や生産工程の調子が安定しない問題が発

生しました。調査の結果、フィラメント（繊維）の直径のばらつき

が原因と考えられ、糸の断面の画像から直径のばらつきを数値化

して評価しようと試みましたが、社内の光学顕微鏡には寸法を測

定する機能がなく、また対象となるフィラメントの本数も多いた

め、適切な数値化方法について産技研に相談しました。

- 産技研を活用して解決できたことは。

フィラメントの直径分布を測定できたことで、溶融紡糸パック※

の構成部品の違いによる直径のばらつきの影響やそれらが生産

工程にどの程度影響するのかのデータを得ることができました。

これにより、最適なパック構成の選定をすることができました。

※樹脂を溶かして糸を製造するプロセスにおいて、溶融したポリマーを均一
に分配してノズル（口金）へ送り出すための重要な製造ユニット

- 産技研を活用して良かったことは。

当初は、顕微鏡で撮影した画像からフィラメントを 1本 1本手作

業で測定する必要があると考えていました。しかし簡易受託研

究を利用したところ、機器による直径の測定に加えて、計測デー

タを短時間で処理できる画像解析プログラムの作成まで提案し

てもらったことで、速やかな課題解決につながりました。お客

様のニーズに応じた新たな設備の検討や機能の高度化を進めて

いく過程で、多様な分析計測方法と経験知を持っている産技研

は心強い存在です。

- 貴社の今後の展開は。

私たちTMTマシナリー株式会社は、新しい価値を創造し、お客様

と共に繁栄することを志しています。今後も世界トップクラスの技

術開発力を活かした、高性能な製品の提供と、お客様のニーズに応

じた設備提案や充実したアフターサービスを強化していきます。ま

た、単なる合成繊維製造設備の提供だけに収まらず、お客様の繊維

製造プロセス技術にもアプローチ・支援することを目指しています。

インタビュー②　簡易受託研究制度を利用した課題解決

TMTマシナリー株式会社
技術本部技術サービス部 プロセスグループ
グループリーダー　金子 雅彦 氏
　　　　　　　　　豊田 海 氏

TMTマシナリー株式会社
（京都テクニカルセンター）

〒612-8686
京都市伏見区竹田向代町 136
（村田機械本社内）

TEL：075-691-3855 (代表 )
Web

インタビュー②　研究員からのコメント

TMTマシナリー株式会社様では、繊細な繊維を安定して

製造するための高度な技術開発をされており、製造される

多種多様な繊維は、わたしたちの豊かな生活に欠かせませ

ん。産技研では今回、開発成果を効率的に検証する計測評

価手法の構築のお手伝いをさせていただきました。これか

らも分析計測を通じてものづくり企業の挑戦を支えてま

いります。

（製織・DX分野　主席研究員　小田 明佳）

インタビュー①　研究員からのコメント

株式会社KOYO熱錬様からは金属材料の熱処理をはじめ、

成分確認や金属組織の評価など、常に専門性の高いご相談

をお寄せいただいております。得られた結果に対して学術・

現場の両面から深くアプローチされる姿勢や、本質的な疑

問を投げかけられる真摯な取組こそが、高い信頼性が求め

られる場面でのご活躍の根幹であると感じております。今

後も課題解決や研究開発の一助となれるよう、より一層努

めてまいります。          （金属分野　主席研究員　丸岡 智樹）
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02　産技研UC会員紹介

日本の伝統工芸を愛する
国内外の人々を結び付ける

- 日本の伝統工芸の現状の課題について教えてください。

一番の課題は、伝統工芸に携わる人の著しい減少です。40年前

には約30万人いた職人が、現在は5万人、あと数年で2万人程

になると予想しています。背景には需要の減少があります。か

つて伝統工芸を支えていた、神事や仏事の簡素化、茶道や華道

といった文化的な基盤に関わる人の減少、そして若い人を指導

するメンター的な人も減りました。また、職人と志望者をつな

ぐ全国的なマッチングシステムがないこと、職人の手間に比し

て値段が安く、後継者が入りにくいことも深刻な課題です。

- JC21のコンテスト※では、どのような人材を「クラ

フトリーダー」として選出していますか。

自分の分野を21世紀に再生するための明確なビジョンとエネル

ギーを持っている人です。日本の強みである「用の美（実用的な

美しさ）」を重視しています。高い技術や経験があるだけでなく、

現代に合った「デザインセンス」があり、将来的に事業として成

立させるアイデアを持っていることを重視しています。

※JC21が主催する日本伝統工芸再生コンテストでは、最優秀賞受賞者にはロニー
賞が授与され、プロジェクトの資金として500万円が提供される。また、ロニー
賞受賞者を含むコンテストのファイナリストにはクラフトリーダー賞が授与
され、それぞれのプロジェクトを実現するためのサポートが提供される。

- クラフトリーダー賞受賞者への具体的な支援内容を

教えてください。

「自分で頑張って進んでいける人」を選んでいるため、手取り足

取りの支援ではなく、クラフトリーダーのグループに入ってい

ただき、本人からの要望に沿った対応をしています。例えば、お

弟子さんを雇う資金が課題の場合には 1年間の奨学金を出した

り、販路開拓のサポートをしたりします。また、研修会や有識者

を招いた講演会を行い、クラフトリーダー同士のコラボレー

ションも促進しています。

- 海外の視点から見て、日本の伝統工芸の「市場価値」
をどう捉えていますか。

日本には伝統工芸品が多いと知られていますが、漆と一般的な塗

料の違いなど伝統工芸の詳しいことは理解されていません。その

ため、質の良し悪しの区別がつかず、安い方が選ばれがちです。私

たちはオンラインセミナー等で海外向けに啓蒙活動を行っていま

す。その価値がきちんと伝われば、市場は大きく広がるはずです。

- 京都のものづくり文化を担う方々へメッセージをお

願いします。

展示会やイベント、産技研のような支援機関を積極的に利用し

て、外に出てネットワークを作ってほしいです。他の職人や異

業種との交流が海外での大きな仕事に繋がった例もあります。

どれほどAIが発展しても「心が入った手仕事」が求められる伝

統工芸の仕事はなくなりません。誇りを持って活動を広げてい

ただきたいです。

特定非営利活動法人
JapanCraft21

〒601-1123
京都市左京区静市市原町 163-7 Web

伝統工芸の衰退を食い止めるJapanCraft21の取組

JapanCraft21　創設理事　バイメル  スティーブエン 氏
産技研ユーザーズコミュニティ（産技研UC）では、ものづくり企業を支えるサポーター（特別会員：大学や公的支援機関）に参画い
ただくことで、それぞれの機関が得意とする支援を組み合わせ、産技研UC会員企業の発展につなげています。今回、産技研UCの
サポーターの一つ、特定非営利活動法人JapanCraft21（JC21）の取組に焦点をあて、創設理事のバイメル  スティーブエン 氏のイン
タビュー記事を掲載します。

産技研をご利用いただいている堤卓也氏（漆工）や松﨑陸氏
（京藍染）もロニー賞を受賞されています。

バイメル 氏
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予期せぬ出会いが、イノベーションを加速する
――「関西・共創の環」を通じたシームレスな共創支援

「関西・共創の環」は、関西に所在する国の支援機関を中心に、企業・大学・金融・支援機関など多様

な主体が垣根を越えてつながり、新たな事業創出や社会課題の解決を目指すオープンイノベーショ

ンのプラットフォームです。その仕組みと主催イベント関西・共創の環「DAYS」、産技研ユーザー企
業に広がる可能性について、ご紹介します。

- 主にどのような方へ、どのような支援を行っている

のでしょうか。

新規事業に挑戦する企業やスタートアップ、大学研究者など、

幅広い主体を対象としています。テーマごとの共創プロジェク

トを通じて、中長期的な「未来」を見据えたシーズとニーズの

マッチングを促進し、共同研究や事業連携へと展開します。さ

らに、関西内外のネットワークを活かして、資金調達や実証の

場づくりなど、構想段階から事業化までを一体的に支援します。

- 最近注力されている取組にはどのようなものがあり

ますか。

象徴的な取組が、関西・共創の環「DAYS」です。地域に根ざした

大企業等の共創空間を活用し、ピッチや展示、ワークショップ、

自由交流などを通じて、新たな共創のきっかけを生み出します。

特定のテーマを軸としつつ様々なプレイヤーが交差する場を創

ることで、「予期せぬ」効果的な出会いが生まれやすくなります。

結果、自社だけでは到達できない発想やビジネス機会＝新たな

共創が促され、地域内でのイノベーションの循環を加速させて

います。令和８年度も引き続き開催しますので、最新情報をぜ

ひチェックしてください！

- 産技研のユーザー企業が参加・利用できるような事

例のご紹介をいただけますか。

例えば、産技研のユーザー企業である大原パラヂウム化学株式

会社様は、前述の「DAYS」にて自社技術を活用したソリューショ

ンを発信した結果、多様な企業や支援機関との新たな接点が生

まれ、複数の具体的連携へと発展しています。

また、産技研の支援事例の中には、分析・評価によって自社製品

の強みを可視化したり、微生物や発酵技術を新用途展開するこ

とで、新製品開発や付加価値向上につなげたケースがあります。

こうした技術支援と、関西・共創の環による連携が組み合わさ

ることで、成果をさらに拡張し、技術を起点にした新たな事業

展開につながる好機になると考えています。

産技研ユーザーズコミュニティ（産技研UC）には、企業や支援

機関をつなぐネットワークがあります。その先に広がる関西の

共創ネットワークにもぜひご注目ください。

関西・共創の環
（事務局：近畿経済産業局スタートアップ推進室）

〒540-8535　大阪市中央区大手前 1丁目5番44号
TEL：06-6966-6010

関西・共創の環「DAYS」 
Web

「DAYS」に登壇された大原パラヂウム化学株式会社様

近畿経済産業局 スタートアップ推進室
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03　技術相談、依頼試験・分析、機器利用メニュー

地域企業のものづくり技術の
「駆け込み寺」

「新製品の実用化を目指し耐久性を改善したい」、「クレームへの対応について相談したい」、「原料を環境負荷の少ないものに変えた

い」など、技術的な困りごとがあれば、産技研へご相談ください。専門の研究員がお話を伺い、アドバイスを行います。必要に応じて、

依頼試験・分析など適切な解決法をご提案します。

無料の技術相談 11,421件、有料の技術相談・依頼試験・分析・設備利用 15,678件（2025年度実績）

●  産技研が得意とする技術分野

依頼試験・分析技 術 相 談

機 器 利 用

連携機関の紹介

●  技術課題を解決に導くスキーム

Step 1

Step 1 Step2

発酵、醸造、分離分析（クロマトグラ

フィー、 電気泳動）、バイオ計測

バイオ・食品・醸造

プラスチック・プラスチック複合材

料、成形品の特性評価、セルロースナ

ノファイバー

プラスチック

漆・漆器、塗料、文化財修復、天然

材料

塗装・漆工

繊維染色（浸染・捺染）、繊維機能性加

工、染料・染色助剤、染色堅ろう度、

京友禅、染織技術相談室

染色加工

製織及び製織準備、繊維製品性能評

価、感性評価、ソフトウェア、ロボティ

クス、AI、染織技術相談室

製織・DX

釉薬、加飾（上絵、下絵）、陶磁器材料、

粉末成形技術、セラミックス製造、物

性評価、無機材料

陶磁器・ファインセラミックス

電気めっき、電鋳、無電解めっき、陽

極酸化、表面処理、表面形状評価

表面処理

金属材料、機械的物性評価、化学分析・機器 

分析、微小部観察・構造解析、ナノ材料、粉

末焼結技術、接合技術、材料化学、金属化学

金属

工芸デザイン、プロダクトデザイン、

ビジュアルデザイン、情報デザイン

デザイン

研究員のアドバ
イスにより解決 !

適切なサービス
につなぐ  研究員がサポート

試験方法が既存メニューにない場合
はご相談のうえ、オーダーメイド試
験、簡易受託研究も。

より高度な課
題の探求（共同
研究、受託研究
など）

人材育成、ORT※

なども

30分未満

無料

※ORT（On the Research Training）：ものづくりの基本的な知識・
　技術を習得できるオーダーメイド型の人材育成事業

技術的な困りごとは、産技研へご相談ください。

技術相談はこちら TEL 075-326-6133
（受付時間：　　　         　　　　　　　　　

平日 8：30〜12：00／ 13：00〜17：00）

総合相談
窓 口
専用番号

05 京都市産業技術研究所 magazine vol.10（2026.7）



7月3日、京都市勧業館「みやこめっせ」をメイン会場に開催さ

れた、13000人以上が参加するスタートアップカンファレンス

「IVS2026」において、セッションを企画・登壇しました。セッショ

ンでは、「公設試を使い倒せ。ディープテックを加速せよ。」を

テーマに、ディープテック系スタートアップが直面する「分析・

計測」の課題克服を主眼に、具体的な支援事例や公設試である

産技研のさらなる活用について議論され、産技研による分析・

計測に関する支援が、スタートアップ企業の円滑な研究開発の

一助や、資金調達等の事業展開に活用された事例を紹介しまし

た。登壇企業からは、「仮説検証のパートナー」や「アイデア段階

から相談できる機関」といった、公設試に対して大きな期待を

寄せるメッセージをいただきました。

産技研では、今後も高度な機器群や専門的な分析・計測技術、ノ

ウハウを備え、有用な支援ができるよう努めてま

いりますので、スタートアップをはじめ地域企業

の皆様の様々な技術課題の解決に、ぜひ産技研を

「使い倒して」事業の加速にお役立てください。

IVS2026「公設試を使い倒せ。
ディープテックを加速せよ。」
セッション開催報告

佐相 氏 堀内 氏 小松 氏 山本 主席研究員 和田 主席研究員

トークセッションの様子

試験分析のトリセツ
技術ソリューション集

～公設試の分析・計測技術を活用したスタートアップ支援～

詳細はこちら

評価機器等による課題解決をご提案します　～依頼試験・分析～Step2

ご相談内容に応じて、研究員が試験、分析、加工、デザイン制作等を実施し、適切な解決策をご提案いたします。お気軽に

ご相談ください。

産技研が対応できる依頼試験・分析を分かりやすく紹介しています。

製品の開発・改良、製造工程、品質管理等における課題解決のヒントにお役立てください。

〈計測〉
示差熱・熱重量同時測定装置

〈デザイン〉
3D プリンタ

〈観察〉
卓上走査型電子顕微鏡

〈実験・加工〉
小型 CIP 装置

〈分析〉
ICP発光分光分析装置システム

〈物性試験〉
風合い試験機「ＫＥＳ®」

・産技研では約130台の機器を保有しています。
・社会情勢や技術革新にあわせて機器を更新
し、高度な依頼試験・分析に対応できる体制
を整えています。

分 析

観 察

計 測

物 性 試 験

実験・加工

デ ザ イ ン

成分分析・分離分析

光学顕微鏡・電子顕微鏡・実体顕微鏡

精密測定（寸法・形状）、熱測定、繊維関係の計測など

強度や硬さなどの材料試験、耐候性などの環境試験

成形・造形や溶解、試料調製、浸染、捺染、製織など

工芸デザイン、プロダクトデザイン、ビジュアルデザイン、情報デザイン

保有機器・設備検索はこちら

セッションの
詳細はこちら

【モデレーター】
　佐相 宏尚 氏（株式会社堀場製作所 開発本部 開発企画センター

オープンイノベーション推進室 室長）
【スタートアップ企業】
　堀内 保 氏（株式会社エネコートテクノロジーズ 取締役 執行役員 CTO）
　小松リチャード馨 氏（株式会社イクスフォレストセラピューティクス 代表取締役 CTO）
【産技研研究員】
　山本 貴代 主席研究員、和田 潤 主席研究員

登

壇

者
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産技研と地域企業・大学などが、お互いの技術やノウハウを活用し、共同で技術開発や製品化に向けた研

究を実施します。

相互の技術をいかし合い、活用して共同で研究開発する

経費負担について 研究開発税制について

研究に関わる経費は、直接経費、技術料、機器設備料、間接経

費の合計額となります。研究内容に応じて算出いたします。

研究開発への挑戦を支援するために、下記の地域企業を対象

に経費の一部を軽減できる場合があります。

（京都市に事業所を有する小規模企業者、京都市の伝統産業

74品目関連企業、知恵創出“目の輝き”認定企業、京都市ベン

チャー企業目利きAランク認定企業、京都高度技術研究所オ

スカー認定企業）

お気軽にお問い合わせください。

TEL　075-326-6100（受付時間：平日 8:30〜 17:00）

研究開発税制は、研究開発投資額の一定割合を法人税額から税

額控除できる制度です。民間企業の研究開発投資を維持・拡大

することにより、イノベーション創出につながる中長期・革新

的な研究開発などを促し、我が国の成長力・国際競争力を強化

することを目的としています。詳しくは下記HPをご参照くださ

い。

産技研では、技術相談や依頼試験・分析、機器利用、共同研究、受託研究など幅広いメニューを用意し

ています。ものづくり技術の向上に取り組み、研究開発へ挑戦する地域企業を技術面から支援するた

め、共同研究、受託研究及び簡易受託研究制度がありますので、是非ご活用ください。

共同研究・受託研究・簡易受託研究など
各種研究制度について

活用事例集

国税庁HP経済産業省HP

問合せフォーム

詳しくは
こちら

「異分野の研究者の知見を取り入れて研究開発したい」、「技術相談では解決できない高度な課題を

一緒に解決してほしい」
こんな時に

共 同 研 究

受託研究・共同研究に進むための判断材料となる実験や、試験方法や適切な条件を割り出す短期の研究を

実施します。共同研究・受託研究と比べて、煩雑な手続きを踏まずに迅速に実施できます（3箇月以内の期

間で完了し、かつ研究に要する時間が50時間以内であると予測されるもの）。

本格研究への第一歩！手軽な短期研究で可能性を検証する

「共同研究や受託研究に進む前に、簡単な実験などにより解決につながりそうか手ごたえを確かめ

たい（可能性検証）」、「どんな方法や条件で行えばうまくいくか不透明な試験に少し時間をかけて

取り組んで、良い方法を模索してほしい（短期受託）」

こんな時に

簡易受託研究

地域企業などから依頼を受けて、産技研が技術開発や製品化に向けた研究を実施します。

自社で解決が困難な課題を産技研に任せる

「課題解決に時間がかかる」、「十分な人員・研究設備がない」など自社で研究が困難な場合こんな時に

受 託 研 究
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詳しくはこちら

「評価技術講習会」ページ

次世代のものづくりの担い手育成
評価技術講習会

評価技術講習会は、産学官連携拠点である京都バイオ計測センターと連携し、地域企業の技術者や大学研究者等が材料分析の基礎を体

系的に学べる講習会として令和４年度から開催しています。

令和８年度は「異物分析」、「におい分析」、「微量分析」をテーマにした講習会を実施するとともに、新たに各テーマに関する取組事例や

前処理技術のご紹介など、外部講師による特別講演（有料）も行います。

異 物 分 析

におい分析

微 量 分 析

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第 1回

現場を悩ませる“見分けにくい違い”
～原因特定のための『目利き』と『数値化』の技術～

（株）住化分析センター

悪臭防止法の測定方法を利用したにおいの分析
（官能評価と機器分析）

近江オドエアーサービス（株）

GCMSを利用したにおいの分析（GCMS、におい嗅
ぎGCMS、島津GC/MS異臭分析システム）

（株）島津テクノリサーチ

異物分析における分析手法の選択肢
（株）堀場製作所

表面観察、元素分析

各種材料の無機成分分析

有機材料の判別

有機化合物の測定

元素分析における前処理のいろは
ジーエルサイエンス（株）

水溶液中の微量金属成分の測定

水溶液中の陰イオン成分の測定

異物分析シリーズ特別講演

走査電子顕微鏡観察

蛍光X線分析法

フーリエ変換赤外分光分析法

におい分析シリーズ特別講演

ガスクロマトグラフィー
質量分析法

微量分析シリーズ特別講演

ICP発光分析法
ICP質量分析法

イオンクロマトグラフィー

令和8年7月31日
13：30～ 16：30

10月
14：00〜16：00

2月
14：00〜16：00

3月
14：00〜16：00

12月
14：00〜16：00

9月
14：00〜16：00

8月
14：00〜16：00

11月 13日

令和9年 1月 15日

令和8年度　評価技術講習会　開催予定

日　時 講義及び実習内容

産技研では、地域企業の技術者の能力向上を目的とした人材育成プログラム「ORT」を実施しています。「ORT」は、京都市内の中
小企業等の技術者を対象とし、研究や実習を通じて「ものづくり」に必須の基本的な諸知識、分析技術とデータの解析法、ものづ

くり技術ほかを総合的に習得するためのプログラムです。

実施内容は利用者のニーズをお聞きし産技研研究員との対話を通じて設定します。短時間のセミナーとは異なり、マンツーマン

でじっくり時間をかけて学べるので、技術をしっかり身につけることができます。新入社員向けの実験基礎教育、特定技術の導

入支援、異分野技術の習得など、さまざまなプログラムにより実践を通じて学べる機会を提供します。

また、公的機関や大学のインキュベーション施設に入居する企業に対する優遇措置を設定しています。

人材育成プログラム「ORT（On the Research Training）
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この機器にできること

セラミックスや金属など各種材料の結晶構造を分析する装置です。専用ソフ

トにより、成分の種類だけでなく含有割合（結晶質成分の定量）も算出可能

です。

こんな時に役立ちます

名称 ： 全自動X線回折装置
製造 ： 株式会社リガク

・  新素材開発に挑戦したい
セラミックスや金属、有機など幅広い

分野の新素材開発をサポート。耳かき

一杯程度のわずかな粉末からでも測定

可能なため、貴重なサンプルでも安心

して評価できます。

・  不純物の混入を調べたい
仕入れた無機粉体などの品質チェック

に有効です。データベースと照合して

結晶の種類を判定（同定）し、製品の信

頼性を脅かす未知の不純物が混入して

いないか確認できます。

・  種類だけでなく量を調べたい
解析ソフトを活用し、結晶質成分の定

量が可能です。複数の成分が混ざり合っ

た材料でも、それぞれの成分がどれく

らい含まれているかを評価できます。

産技研にある機器のスゴイところを紹介します !

評価に効く、X線回折法の力。

素材の「なぜ？」を解明。

この機器は令和７年度JKA機械
設備拡充補助事業（競輪補助事

業）により導入された設備です。

産技研が保有する機器は、
Webサイトにてご紹介しています。

産技研UCでは、「技術をきっかけに、人がつながる」場づくりを

通じて、異業種間の交流や新たな挑戦を後押ししてきました。

昨年度は、創造フォーラムや体験型ワークショップなどを開催

し、分野を越えた対話や交流の場が広がりました。

令和8年度は、これまでの交流を更に発展させることを目指し

て、新たな企画委員会がスタートしました。企業、研究者、支援

機関など多様な立場のメンバーが集まり、「どんな場なら新しい

対話が生まれるか」「どんな企画が次の挑戦につながるか」を

テーマに議論を重ねています。参加しやすい企画の工夫や、異

分野同士の思いがけない出会いを促す仕組みなどについて、実

際の経験や課題意識を交えた活発な意見交換が行われていま

す。

こうした取組の一環として、今年度は 11月5日に「産技研UC創

造フォーラム2026」を開催する予定です。あわせて、技術を実

際に体験しながら交流を深められる企画も検討しています。

産技研UCでは、分野や立場を越えて人と人が出会い、新しい発

想や共創につながるコミュニティづくりを進めてまいります。

技術と対話が交わる場を目指して
～産技研ユーザーズコミュニティー（産技研UC）～

詳しくはこちら
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産技研の積み重ねた技術のバトンを未来へ引き継ぐ ～新規採用職員の紹介～
コラム

高校や大学で機能性を自在に制御できる有機材料の特性に魅

力を感じ、前職の化学メーカーを経て、今春、産技研に入所し

ました。配属された高分子ユニットではセルロースナノファ

イバー（CNF）※を用いた環境に配慮した材料開発など、持続

可能な社会に不可欠なプラスチック技術のアップデートに注

力しており、その社会的意義の大きさにやりがいを感じてい

ます。現在は先輩に同行し日々勉強中ですが、一日も早く技

術を習得して一人前を目指し、次世代の材料開発や技術支援

を通じ、京都の産業と社会の発展に貢献してまいります。

※植物繊維をナノサイズ（1㎜の百万分の 1）まで細かくほぐした素材

大学院では小型動物の消化管の神経ネットワークが外部環境の

変動に伴って変化する過程を、観察・評価する研究をしていま

した。細胞・組織の観察では、固定方法や手技等のわずかな違い

がデータ精度を左右することを学び、正確な評価には「均一な

物差し」となる評価技術が必要だと気づかされました。また、優

れた研究成果をどうすれば社会実装につなげられるかというこ

とに関心を持ち、産技研を志しました。まずは先輩から多様な

分析・計測技術を学び、ものづくり企業の皆様のさまざまなお

悩みの解決に向けたサポートのできる、揺らがない物差しと柔

軟性を兼ね備えた研究員を目指します。

佐々木 颯汰  （ささき そうた）

入所　　：2026年
専門分野：高分子

近代日本画で使用されていた「岩絵具」のナゾに科学が迫

京都市立芸術大学と産技研とは、京都で育まれた芸術とものづくり技術の継承・発展を目指して包括連携協定を締結しており、

現在、近代日本画に関する共同研究を推進しています。近代日本画の絵具には、伝統的に使用されてきた岩絵具（主に鉱石を砕い

てつくられた粒子状の日本画絵具）とは異なる新たな岩絵具や、西洋で開発された合成無機顔料が使用されていたようですが、科

学的には十分に明らかになっていません。そこで、明治から昭和初期にかけて活動した日本画家の木島櫻谷（このしまおうこく）

が遺した絵具を最新の

機器で分析することに

より、近代日本画におけ

る絵具の変遷を明らか

にするとともに、修理・

保存技術の向上に寄与

することを目指してい

ます。

森下 理奈子  （もりした りなこ）

入所　　：2026年
専門分野：バイオ

共同研究先からのコメント：今回の産技研との共同研究では、櫻谷が遺した岩絵具について、元素組成や結晶構造の解析を

行うとともに、電子顕微鏡を併用して粒子を一粒ずつ観察・分析し、化学組成や微細構造を詳細に調べました。その結果、赤

色や橙色の絵具には、宝石珊瑚を原料とする明るい赤色の岩絵具や、鉛クロム酸塩・石英・鉛ガラス相を含む赤色の人造岩絵

具など、近代以降に導入されたと考えられる絵具が含まれている可能性が示されました。岩絵具の粒子には、原料や製法の

情報が残されています。今後も連携して解析を進め、近代日本画を支えた材料と技術の解明に取り組んでいきたいと考えて

います。　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　（京都市立芸術大学美術学部　教授　高林 弘実 氏）。

特別展「生誕 150年 木島櫻谷」が2027年 10月2日 (土 )～ 12月 12日 (日 )に京都市京セラ美術館で
開催されます。詳細は右の二次元コードからご覧ください。

木島櫻谷　寒月（1912年　京都市美術館所蔵）
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京都市産業技術研究所は、伝統産業から先進産業

まで、地域企業を技術面から支援する公的な産業

支援機関です。

創設から100年余り。ものづくり技術の向上に取り
組む事業者の挑戦を支援してきました。そこで生み

出された技術が生活の中に浸透し、やがて新しい

文化が生まれます。

私たちは、技術と文化でイノベーションを起こすまち

「京都」を地域企業とともに築いていきます。
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